
～ひとりで悩まないで～
3月は自殺対策強化月間です

問  保健センター
☎465-0311

　適度なストレスは、こころによい刺激となることもありますが、積み重な
ることで、こころの健康をそこなってしまう場合があります。「今だけのこ
と…」「ちょっと疲れてるだけ」と我慢していませんか。多くの方は時間の経
過とともに回復していきますが、中には長期にわたることもあります。「ど
うしよう」と悩んだときや困ったときは、第一歩として周囲の人や専門の窓
口で話をする・相談をすることはとても大切です。
　相談はさまざまな場所や方法でできます。下記以外にも市HP
に情報を掲載していますので、ご活用ください。

● こころの相談（保健センター）
☎ 465-0311（平日8：30～17：15）
● あなたのいばしょ（チャット相談）
https://talkme.jp/chat（24時間）
● 埼玉いのちの電話
☎ 048-645-4343（24時間） https://saitama-id.or.jp
● すたんどあっぷ和光（くらしと家計の相談）
☎ 452-7608（平日9：00～17：00）
● DV相談+（プラス） 
☎ 0120-279-889（電話・メール24時間、チャット12：00～22：00）
https：//soudanplus.jp
● 24時間子どもSOSダイヤル ☎ 0120-0-78310（24時間）
● BONDプロジェクト（10代20代女性のためのLINE相談）
LINE IDで検索▶ ＠bondproject

（月・水・木・金・土10：00～22：00／受付21：30まで）

こころの相談窓口 和光市 こころの健康 検索
▲市HP

わこらぼフェス、みんなの活動マルシェから
なる協働がテーマのおまつりです。
「活動を紹介したい、体験してもらいたい、
交流したい」参加団体を募集します。

日  5月29日（日）10：00～15：00　場  市役所市民広場
内  活動紹介・体験・販売
対  和光市を拠点とし、地域をより良くしようと取り組んでいる
団体などで、当日全体準備から撤収まで協力してできる方

費  無料（わこらぼ登録団体以外が販売を行う場合、有料）
申  3月1日（火）～18日（金）に所定の申込用紙をメール又は窓
口にて提出（申込多数の場合は審査あり）

● 詳細は市HPに掲載しています。なお、参加団体の交流を
兼ねた事前説明会の開催を4月下旬頃に予定していますの
で、参加をお願いします
● ステージ発表はわこらぼフェスプロジェクトチームにて
企画・運営を行います

みんなのわこらぼまつり 参加団体を募集
問市民活動推進課 協働推進担当

☎424-9120 kyodo@city.wako.lg.jp

わこらぼマルシェ わこらぼフェス

詳細は
こちらから

和光市のまちづくりが
埼玉版スーパー・シティプロジェクトに位置づけられました!

問  政策課
企画調整担当
☎424-9086

市が進めているまちづくりの取組が、令和4年1月31日に和光市版スーパーシティ構想として、埼玉版スーパー・シティプロジェク
トに位置づけられました。安心して毎日を過ごせる居心地の良いまちの実現を目指して、県と一緒に取り組んでまいります。

【意見募集】
和光市版スーパーシティ構想の推進に当たって、
市民の皆さんの意見・質問を募集しています。
意見の提出方法／ 住所・氏名・意見提出者の区分を記入

の上、持参又は郵送、メールで。

意見書の様式は、二次元コードよりご確認ください▲

埼玉版スーパー・シティプロジェクトとは
超少子高齢化社会の様々な課題に対応するため、コンパクト、
スマート、レジリエントを3つの要素とする持続可能なまちづ
くりに市町村とともに取り組むプロジェクトです。

和光市版スーパーシティ構想とは
新たに駅北側の交通拠点と和光北インターチェンジ周辺の産
業拠点を整備するとともに、和光版MaaSを構築します。これ
らの市内の各拠点が有機的に結ばれた、コンパクトな都市づく
りを推進するものです。

和光市版スーパーシティ構想における3つの要素
【コンパクト】
新たな交通システムによる都市機能の集積
▶ 新たな交通システムで市内の拠点を結び、時間軸での都市のコンパ
クト化を図ります

【スマート】
拠点間を結ぶ自動運転サービスの導入
▶ 市内の世界的自動車企業等と連携し、次世代の交通システムを含む
和光版MaaSを構築します

【レジリエント】
安定的な自動運転サービスに向けたエネルギー供給
▶ 再生可能エネルギーを災害時の代替エネルギーとして活用します

　この度、和光市のまちづくりの取組が、埼玉版スーパー・シティプロ
ジェクトに位置づけられました。
　和光市では、来る高齢化社会に備え、安定的な財源の確保や市民の移
動の確保が必要となっております。また、災害への備えも重要でありま
す。今回、その対応策として、和光市版スーパーシティ構想を提案させ
ていただきました。
　埼玉県のご支援を賜りながら、コンパクト・スマート・レジリエントの
3つの要素を市内の各拠点で有機的に結び、持続可能なまちづくりを推
進してまいります。

 柴﨑光子和光市長のメッセージ

　和光市版スーパーシティ構想における2つの拠点を結ぶ自動運転
サービスの導入のスマートの要素は、内閣府や国土交通省をはじめ総
務省、警察庁といった様々な国の機関が参加している未来技術地域実装
協議会で協議されていると思いますが、カーボンニュートラルやMaaS
といった要素についても併せて検討していただければと思います。
　我々も和光市版スーパーシティ構想について、伴走していきたいと
思っておりますので、よろしくお願いいたします。

大野元裕埼玉県知事のメッセージ
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